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令和５年第３回五城目町議会定例会議事日程［第３号］ 

令和５年９月６日（水）午前１０時００分開議 

 

１ 開会（開議）宣告 

２ 議事日程 

   日程第 １ 議案第５０号 工事請負契約の締結について 

                ・令和５年度道路メンテナンス補助事業五城目橋橋梁 

                 補修工事 

   日程第 ２ 議案第５１号 損害賠償の額を定めることについて 

   日程第 ３ 議案第５２号 五城目町火災予防条例の一部を改正する条例制定につ 

                いて 

   日程第 ４ 議案第５３号 専決処分（第５号）の承認を求めることについて 

                ・令和５年度五城目町一般会計補正予算（第２号） 

   日程第 ５ 議案第５４号 専決処分（第６号）の承認を求めることについて 

                ・令和５年度五城目町水道事業会計補正予算（第１号） 

   日程第 ６ 議案第５５号 専決処分（第７号）の承認を求めることについて 

                ・令和５年度五城目町下水道事業会計補正予算 

                 （第１号） 

   日程第 ７ 議案第５６号 令和４年度五城目町一般会計歳入歳出決算認定につい 

                て 

   日程第 ８ 議案第５７号 令和４年度五城目町国民健康保険特別会計歳入歳出決 

                算認定について 

   日程第 ９ 議案第５８号 令和４年度五城目町後期高齢者医療特別会計歳入歳出 

                決算認定について 

   日程第１０ 議案第５９号 令和４年度五城目町介護保険特別会計歳入歳出決算認 

                定について 

   日程第１１ 議案第６０号 令和４年度五城目町障害認定事業特別会計歳入歳出決 

                算認定について 

   日程第１２ 議案第６１号 令和４年度五城目町水道事業会計決算認定について 

   日程第１３ 議案第６２号 令和４年度五城目町下水道事業会計決算認定について 
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   日程第１４ 報告第 ５号 令和４年度決算に基づく健全化判断比率について 

   日程第１５ 報告第 ６号 令和４年度決算に基づく資金不足比率について 

   日程第１６ 議案第６３号 令和５年度五城目町一般会計補正予算（第３号） 

   日程第１７ 議案第６４号 令和５年度五城目町国民健康保険特別会計補正予算 

                （第２号） 

   日程第１８ 議案第６５号 令和５年度五城目町後期高齢者医療特別会計補正予算 

                （第１号） 

   日程第１９ 議案第６６号 令和５年度五城目町介護保険特別会計補正予算 

                （第２号） 

   日程第２０ 議案第６７号 令和５年度五城目町水道事業会計補正予算（第２号） 

   日程第２１ 議案第６８号 令和５年度五城目町下水道事業会計補正予算（第２号） 

   日程第２２ 報告第 ７号 令和４年度五城目町一般会計継続費精算報告書につい 

                て 

   日程第２３ 報告第 ８号 令和４年度五城目町の教育に関する事務の管理及び執 

                行の状況の点検及び評価の報告について 

   日程第２４ 報告第 ９号 株式会社あったか五城目の経営状況を説明する書類の 

                提出について 
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令和５年五城目町議会９月定例会会議録  

 

令和５年９月６日午前１０時００分五城目町議会９月定例会を五城目町役場議場に招集さ

れた。 

１．応招（出席）議員は、次のとおりである。 

   １番 工 藤 政 彦          ３番 松 浦   真 

   ４番 石 川 交 三          ５番 椎 名 志 保 

   ６番 荒 川   滋          ７番 佐々木 仁 茂 

   ８番 畑 澤 洋 子          ９番 斎 藤   晋 

  １０番 石 井 光 雅         １１番 伊 藤 正 春 

  １２番 佐 藤 重 信         １３番 荒 川 正 己 

１．不応招（欠席）議員は、次のとおりである。 

  １４番 舘 岡   隆 

１．地方自治法第１２１条の規定により、会議事件説明のため出席を求めた者は、次のと

おりである。 

  町 長   渡 邉 彦兵衛      副 町 長   武 田 和 栄 

  教 育 長   畑 澤 政 信      総 務 課 長   東海林 博 文 

  まちづくり課課長補佐   柴 田 浩 之      税 務 課 長   笹 川 由 美 

  会 計 管 理 者   猿 田   仁      議会事務局長   猿 田 玲 子 

  農林振興課長   大 石 芳 勝      商工振興課長   小 玉 洋 史 

  建 設 課 長   猿 田 弘 巳      学校教育課長   工 藤 ひとみ 

  生涯学習課長   越 高 博 美      住民生活課長   石 井   一 

  健康福祉課長   石 井 政 幸      消 防 長   佐々木 貴 仁 

  総務課課長補佐   小 玉 重 巌      代表監査委員   小 玉 睦 男 

１．会議書記は、次のとおりである。 

  議会事務局長   猿 田 玲 子 

１．会議の開閉時刻、質疑応答は別紙のとおりである。 
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             午前１０時００分 開議 

○議長（石川交三君） おはようございます。 

  本日の議事日程については、タブレットをご覧ください。 

  ただいまの出席議員数１２名、会議は成立いたしました。 

  これより本日の会議を開きます。 

  昨日の工藤政彦議員の発言中に議員の私語が多く耳に入りました。一般質問は議員個

人に与えられた固有の権能でありますから、大事な議員活動であります。今後は静粛に

お願いをいたします。 

  日程に従い、議案の審議に入ります。 

  議案第５０号、工事請負契約の締結について、令和５年度道路メンテナンス補助事業

五城目橋橋梁補修工事を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） 議案綴り４ページをお願いします。 

  議案第５０号、工事請負契約の締結について、令和５年度道路メンテナンス補助事業

五城目橋橋梁補修工事、提案理由をご説明申し上げます。 

  本案は、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の第２条に

よる予定価格５，０００万円以上の工事請負契約に該当するため、契約締結について議

会の議決を求めるものであります。 

  主な工事内容は、表層打換え工及び橋梁用高欄工、伸縮継手工、排水施設工、地覆補

修工、断面修復工、支障補修を行い、劣化した部材の更新や補修を行うことで橋梁の健

全度を保ち、安全な公共交通の確保をするため、橋梁補修工事を行うものであります。 

  契約金額は１億４３９万円、うち消費税及び地方消費税相当額９４９万円。完成年月

日は令和６年３月１５日。契約の相手方は、五城目町字石田六ヶ村堰添４７番地４ 株

式会社菅与組 五城目支店 支店長 畠山宗太郎であります。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑を許します。 

             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。本案のこれが審査については、総務産業常任委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 



 

- 120 - 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第５０号の審査について

は、総務産業常任委員会に付託することに決定いたします。 

  次に、議案第５１号、損害賠償の額を定めることについてを議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） 議案第５１号、損害賠償の額を定めることについて、提案理由

をご説明申し上げます。 

  本案は、令和５年６月３０日午後４時２０分頃、小熊タカ子氏所有の普通自動車を小

熊氏の子である澤田石淑子氏が運転して五城目町上樋口字沖地内国道２８５号を走行中、

街路樹の枯れ枝が落下し、自動車のフロントガラス及び両Ａピラーを損傷したことによ

り、地方自治法第９６条第１項の規定により、損害賠償の額を定めることについて、議

会の議決を求めるものであります。 

  損害賠償の額は４０万２，２２０円であり、全国町村会総合賠償補償保険の適用を受

けまして全額保険で支払われるものであります。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑を許します。 

             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。本案のこれが審査については、総務産業常任委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第５１号の審査について

は、総務産業常任委員会に付託することに決定いたします。 

  次に、議案第５２号、五城目町火災予防条例の一部を改正する条例制定についてを議

題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） 議案第５２号、五城目町火災予防条例の一部を改正する条例制

定について、提案理由をご説明申し上げます。 

  本案は、対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関す

る条例の制定に関する基準を定める省令の一部を改正する省令が公布され、火災予防条
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例（例）が改められたことに伴い、当該条例の一部を改正するものであります。 

  主な改正内容としては、電気自動車等に使用する急速充電設備について、規制対象と

なる出力の上限を撤廃するとともに、火災予防上必要な措置の見直しを行うものであり

ます。また、火災予防上の観点から、喫煙所等に設置する標識について、健康増進法等

の整合性を図るため、所要の規定を整備するものであります。 

  施行期日は、公布の日からとしておりますが、急速充電設備にかかる改正について、

令和５年１０月１日からとしております。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑を許します。３番松浦議員 

○３番（松浦真君） こちらのですね、電気自動車の急速充電設備に関して、専門性が高

いもので、私が８年以上電気自動車に乗っているのも含めてちょっと確認で質疑させて

いただきます。 

  この急速充電設備は、９０ｋＷとか、最近すごく急速充電の中でも高容量なものが増

えておりまして、これまでは町の中でたぶん制限があったと思うんですけども、今後増

えてきますし、最近ガソリンの高騰によって電気自動車が走るケースもすごく増えてき

ました。各町村、秋田県内の各市町村を見ても、電気自動車の充電設備が配置されてい

る市町村とされていない箇所で、かなり利便性であったり、今後の町へ来る、例えば観

光客で電気自動車に乗ってる人とかは、その充電設備がないその町に来れなくなります。

ですので、こういう視点で、今回のやつは国によるその火災予防条例の改正だけですの

で、これはもう改正するということではあるんですが、この改正によって今までのよう

に制限がなくなってより利便性が高くなる場所もありますので、ぜひ消防のほうで、質

疑の中で、町の中に様々な充電設備が今後運用されるように、消防本部のほうと、あと

は民間事業者のほうが連携して、この条例についてより知ってもらいつつ、推進しても

らうような議論がしていただけたらと思います。そのような議論が生まれていければと、

別の委員会ですので私は参加できないと思うんですが、そこについてもし消防長から何

か意見ございましたら教えていただきたいと思いますが。 

○議長（石川交三君） 佐々木消防長 

○消防長（佐々木貴仁君） ３番松浦議員にお答えいたします。 

  ご指摘のとおり、カーボンニュートラルに向けた大型電気自動車の普及促進というこ

とが目的となってございます。消防本部としましては、火災予防上どうなのかというそ
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ういった観点から、安全にご利用いただくための規制をしていくという観点からでござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑は終わった終わったものと認めます。 

  お諮りいたします。本案のこれが審査については、教育民生常任委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第５２号の審査について

は、教育民生常任委員会に付託することに決定いたします。 

  次に、議案第５３号、専決処分（第５号）の承認を求めることについて、令和５年度

五城目町一般会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） 議案第５３号、専決処分（第５号）の承認を求めることについ

て、令和５年度五城目町一般会計補正予算（第２号）。 

  専決処分の予算書１ページをお願いします。 

  提案理由をご説明申し上げます。 

  本案は、令和５年度五城目町一般会計において、この７月の大雨の対応や被災者支援、

発生した甚大な被害の復旧作業、各公共施設等の復旧費用及び農地・農業用施設、林道

施設災害復旧事業、公共土木施設災害復旧事業などの経費について、特に急を要するた

め、地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和５年７月１８日付けをもって令和

５年度五城目町一般会計補正予算（第２号）を専決処分させていただいたものでありま

す。 

  補正額は、歳入歳出それぞれ２６億２，００９万７，０００円を増額し、補正後の歳

入歳出予算総額を８５億７，４１５万６，０００円とするものであります。 

  補正内容について、歳入からご説明を申し上げます。 

  ８ページをお願いします。１２款１項１目災害復旧費分担金１節０１現年農地災害復

旧分担金の補正は、歳出の農地災害復旧事業の受益者負担金として２８０万１，０００

円を補正するものであります。 

  次に、１０ページをお願いします。１４款１項３目災害復旧費国庫負担金１節０１現

年農地災害復旧費負担金、１節０７現年農業用施設災害復旧事業査定設計委託費負担金



 

- 123 - 

の補正は、歳出の農地・農業用施設災害復旧事業の財源として農地災害復旧事業にかか

る国庫負担金１１億４，２４０万円と、農地・農業用施設の災害査定にかかる査定設計

委託費負担金１億７，０４６万４，０００円を補正するものであります。 

  １２ページ。１４款２項７目災害復旧費国庫補助金１節０１査定設計委託費補助金の

補正は、歳出の公共土木施設災害復旧事業の災害査定にかかる経費の財源として５，８

５０万円を補正するものであります。 

  １４ページお願いします。１５款１項１目民生費県負担金３節０１災害救助費繰替支

弁金の補正は、災害救助法の適用を受けて町が実施する被災者の救助・支援にかかる経

費の財源として３億５，２４１万６，０００円を補正するものです。 

  １６ページ。１５款２項４目農林水産業費県補助金１節１５農地・農業用施設小災害

復旧事業費補助金の補正は、国の補助事業に要望できない規模の災害復旧経費の財源と

して８，２６６万円を補正。 

  次に、１８ページをお願いします。１７款１項１目寄附金１節０４一般寄附金（災害

支援）と、その下でありますけれども、１節０５ふるさと納税寄附金（災害支援）につ

いては、このたびの災害にかかる寄附金として災害復旧・復興、被災者支援などに使用

したいと考えており、それぞれ５５０万円、７４０万円を補正するものであります。 

  ２０ページ。１８款２項１目財政調整基金繰入金１節０１財政調整基金繰入金の補正

は、歳出に見合う補正の財源として５億９，９３５万６，０００円を補正するものであ

ります。 

  ２２ページ。２１款１項７目災害復旧債１節０１現年農地災害復旧事業債の補正は、

農地災害復旧事業の財源として１億９，８６０万円を補正するものであります。 

  次に、歳出についてご説明を申し上げます。 

  ２４ページをお願いします。３款５項災害救助費１目０００１災害救助費の補正は、

町単独の見舞金、災害廃棄物の収集運搬・処理、廃棄物の仮置き場の経費、浄化槽汚泥

清掃、避難者の支援などの経費について１億７，８０６万１，０００円を補正するもの

であります。１目０００２災害救助費（健康福祉課）の補正は、浸水家屋の消毒作業に

関する経費１，１６７万６，０００円を補正。１目０００３災害救助費（建設課）の補

正は、建設課の車庫が浸水したことにより新しく道路補修機材などを購入する経費、道

路清掃に関する経費など５，９４８万３，０００円を補正するものです。１目０００４

災害救助費（生涯学習課）の補正は、温水プールのキュービクルが浸水したことで営業
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できなくなっている温水プールの応急措置として、ろ過装置等洗浄委託料２２１万円を

補正するものです。１目０００５災害救助費（商工振興課）の補正は、被災事業所の支

援補助金として３，６００万円を補正するものであります。なお、８月１６日の全員協

議会後の９月４日、県において同様の事業が実施することが示されたことから、県支援

事業に上乗せをして被災事業者の更なる負担軽減を図ることとしたいと思います。１目

０００６災害救助費（総務課）の補正は、被災後設置している住家被害認定調査チーム、

住宅支援チームの事務室整備にかかる経費９１万４，０００円を補正するものでありま

す。 

  ２６ページ。１目０００７災害救助費（学校教育課）の補正は、浸水で失った児童生

徒の教科書の購入経費１万８，０００円を補正。１目０００８災害救助費（住宅被害認

定等）の補正は、浸水住家の被害認定調査にかかる経費３４０万１，０００円を補正す

るものであります。０００９災害救助費（住宅支援等）の補正は、被災者の住宅支援に

かかる経費、住宅の応急処理を実施するための経費など３億２，５３７万３，０００円

を補正するものであります。１目００１０災害救助費（消防本部）の補正は、浸水被害

に遭った消防団消舎（紀久栄町）の修繕に関する経費など１６０万１，０００円を補正。

１目００９８職員人件費の補正は、このたびの災害対応にかかる職員の時間外手当とし

て５，０００万円を補正するものであります。 

  ２８ページをお願いします。４款２項水道費１目０００１上水道整備費の補正は、浸

水した浄水場の応急・復旧費用について、一般会計から水道事業会計へ補助金・出資金

について３，１２３万７，０００円を補正するものであります。 

  次に、３０ページをお願いします。８款２項道路橋梁費２目０００２道路維持費の補

正は、浸水で故障した流雪溝送水ポンプ配電盤修繕費１万１，０００円を補正。 

  ３２ページ。８款４項都市計画費６目０００１下水道事業費の補正は、マンホールポ

ンプの制御盤が浸水したことにより、応急復旧費用を一般会計から下水道事業会計へ補

助する７７５万５，０００円を補正するものであります。 

  ３４ページ。８款５項住宅費１目０００１住宅管理総務費の補正は、住宅の浸水で増

加が見込まれるリフォーム補助金１，６００万円を補正するものであります。 

  ３６ページをお願いします。１１款１項農林水産施設災害復旧費１目０００１現年災

害復旧事業の補正は、農地・農業用施設の災害査定を受けるための設計、応急工事、小

災害作業委託料、流木等の処理など１７億５，８７７万５，０００円を補正するもので
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あります。２目０００１現年災害復旧事業の補正は、林道施設の災害査定を受けるため

の設計、小災害作業委託料など５，７９８万２，０００円を補正するものであります。 

  ３８ページをお願いします。１１款２項公共土木施設災害復旧費１目０００１災害復

旧事業の補正は、広徳寺橋の橋梁補修調査設計、公共土木施設の災害査定を受けるため

の設計、道路補修委託料など７，９６０万円を補正するものであります。 

  以上が一般会計の主な補正内容であります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑を許します。 

             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。本案のこれが審査については、関係部分を関係各常任委員会に付

託することにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第５３号の審査について

は、関係部分を関係各常任委員会に付託することに決定いたします。 

  次に、議案第５４号、専決処分（第６号）の承認を求めることについて、令和５年度

五城目町水道事業会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） 議案第５４号、専決処分（第６号）の承認を求めることについ

て、令和５年度五城目町水道事業会計補正予算（第１号）、提案理由をご説明申し上げ

ます。 

  本案は、この７月の大雨への対応や被災した浄水場等にかかる応急復旧や復旧費用、

長期の断水に対応するため他団体からの給水活動受援にかかる経費の補正となっており

ます。 

  補正額は、浄水場ほか被災にかかる応急復旧費用として、第２条、収益的収入、支出

ともに２，７７１万７，０００円を増額補正するものであります。また、災害復旧にか

かる設計費用として、第３条、資本的収入・支出ともに３５２万円を増額補正とするも

のであります。 

  なお、収益的収入・資本的収入ともに、財源は一般会計からの繰り出しによるもので

あります。 
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  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑を許します。 

             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。本案のこれが審査については、総務産業常任委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第５４号の審査について

は、総務産業常任委員会に付託することに決定いたします。 

  次に、議案第５５号、専決処分（第７号）の承認を求めることについて、令和５年度

五城目町下水道事業会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） 議案第５５号、専決処分（第７号）の承認を求めることについ

て、令和５年度五城目町下水道事業会計補正予算（第１号）、提案理由をご説明申し上

げます。 

  本案は、この７月の大雨で被災した下水道のマンホールポンプ制御盤等の機器交換な

どの復旧費用にかかる経費の補正となっております。 

  補正額は、一般会計からの繰り出しとして、第２条、収益的収入７７５万５，０００

円を増額補正、収益的支出、マンホールポンプの修繕にかかる経費として８４６万円を

増額補正するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご承認賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑を許します。 

             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。本案のこれが審査については、総務産業常任委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第５５号の審査について

は、総務産業常任委員会に付託することに決定いたします。 

  本日は参与として代表監査委員の出席を求めております。 
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  代表監査委員着席のため、暫時休憩いたします。 

             午前１０時３１分 休憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

             午前１０時３２分 再開 

○議長（石川交三君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  日程に従い、議案第５６号、令和４年度五城目町一般会計歳入歳出決算認定について

を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） 議案第５６号、令和４年度五城目町一般会計歳入歳出決算認定

について、提案理由をご説明申し上げます。 

  本案は、地方自治法第２３３条第３項の規定に基づき、監査委員による審査結果の意

見書を付けて同決算の認定を求めるものであります。 

  主な決算概要について、決算書をもとにご説明申し上げます。 

  決算書６ページ・７ページをお願いします。 

  歳入の総額です。表の下段、歳入合計欄をご覧ください。予算現額７１億８，１０２

万７，４６２円、調定額６７億４４５万７，６６１円、収入済額６６億３，５４２万９，

１５５円、不納欠損額７６１万４，０１５円、収入未済額６，１４１万４，４９１円で

あります。 

  １０ページ・１１ページをお願いします。 

  歳出の総額です。表の下段、歳出合計をご覧ください。予算現額７１億８，１０２万

７，４６２円、支出済額６４億４９２万７，１８４円、翌年度繰越額５億４，１２４万

８，４８６円、不用額２億３，４８５万１，７９２円であります。 

  １２ページお願いします。 

  歳入歳出予算差引残額は２億３，０５０万１，９７１円です。 

  次に、歳入の主なものについてご説明を申し上げます。 

  １６ページ・１７ページをお願いします。 

  １款町税、表の上段になりますが、調定額８億２，６２０万５，３８８円、収入済額

７億５，７２３万９，２８２円で、徴収率９１．６５％であります。７６１万４，０１

５円を不納欠損処分し、収入未済額は６，１３５万２，０９１円となっております。前

年度決算と比較して徴収率は０．１８ポイント上昇しましたが、収入未済額として２６
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６万６，１６０円増加しております。加えて、引き続き多額の不納欠損額を計上してい

る状況にあることから、今度も徴収率の向上と欠損処分の抑制に努めつつ、自主財源の

確保に最善を尽くしてまいる所存であります。 

  次に、２２・２３ページをお願いします。 

  ７款地方消費税交付金、決算額は２億１，６３４万２，０００円で、前年度比２５万

５，０００円の減となっております。 

  ２４・２５ページをお願いします。 

  ９款地方特例交付金、決算額は３６６万４，０００円で、前年度比７６５万７，００

０円の減となっております。主な理由として、新型コロナウイルス関係の減収補填特例

交付金６１７万８，０００円の減の影響であります。 

  次に、１０款地方交付税、地方交付税の決算額は総額３０億１，７７７万９，０００

円で、内訳は普通交付税２７億６３３万５，０００円、前年度比１，１３３万６，００

０円の減、特別交付税３億１，１４４万４，０００円、前年度比５，９８５万２，００

０円の増の決算となりました。 

  ３２・３３ページをお願いします。 

  １４款国庫支出金８億５，６９３万７，８８０円の決算です。前年度比１億３，１５

４万９，８４３円の減額決算ですが、コロナ関係国庫支出金及び公立学校施設整備費負

担金、旧五城目小学校の解体の皆減が主な要因であります。 

  ページ飛びますけれども、５６・５７ページをお願いします。 

  １７款寄附金２，９７０万９，９２５円の決算です。前年度比１６６万４，９２５円

の増額決算ですが、主な要因は、５８・５９ページをお願いします。１項１目の備考欄

にあります０４ふるさと納税寄附金（災害支援）１８０万２，０９２円の皆増、０５一

般寄附金（災害支援）２９４万２，８３３円の皆増などであります。 

  次に、７０ページ・７１ページをお願いします。 

  ２１款町債、総額で５億３，８４０万円の決算です。前年度比３，８９０万円の増額

決算ですが、主な要因は、１項１目総務債の臨時財政対策債６，４２０万円の減、１項

２目衛生債の火葬場整備事業債（繰越金を含む）９，６７０万円の増によるものであり

ます。 

  ７２・７３ページをお願いします。 

  １項６目災害復旧債では、現年農地農業用施設、林道施設、公共土木施設災害復旧事
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業債、合わせて３，１９０万円の増となっております。 

  一般会計歳入決算の概要について申し上げましたが、歳入歳出決算の事項別明細書は

決算書１５ページから４２１ページとなっておりますので、決算特別委員会においてご

審議いただきたいと存じます。 

  また、一般会計と４つの特別会計の決算につきましては、去る７月１１日から１４日

までの４日間、小玉、荒川両監査委員の審査をしていただき、その審査結果について別

紙意見書を付して提案申し上げた次第であります。 

  よろしくご審議くださいますよう、お願いを申し上げます。 

○議長（石川交三君） 次に、監査委員の報告を求めます。小玉代表監査委員 

○代表監査委員（小玉睦男君） 決算議会報告を行う前に、このたびの豪雨災害について

述べさせていただきます。 

  ７月１４日から１５日にかけ、本町では昨年の８月に続き記録的な豪雨災害に見舞わ

れてしまいました。建物の床上・床下浸水、公共土木施設、農地・農業施設、林道等、

甚大な被害となりました。未曾有の豪雨災害から２か月余りになろうとしておりますが、

被災された住民の皆さんが一刻も早く早く元の生活に戻られるよう、心からお祈り申し

上げます。そして、復旧に尽力されている地域住民の方々や災害の対応にあたられた町

及び各関係機関の方々、県内外から駆けつけられた災害ボランティアの方々など、たく

さんの方々から復旧作業にお力添えをいただきました。また、全国各地から心温まる支

援物資、お見舞い等を頂戴しております。こうした方々に対して厚く感謝申し上げる次

第です。 

  それでは、令和４年度の一般会計歳入歳出決算議会報告に入らせていただきます。 

  令和４年度の決算審査は、去る７月１１日から１８日にわたり、荒川監査委員ととも

に審査を実施し、各課室での重点施策、今後の課題、関係帳簿に基づく予算の執行、財

産に関する事務及び計数などの確認を行い、適正に執行されているかを審査いたしまし

た。 

  お手元にあります五城目町各会計決算審査意見書及び附属書類に基づきましてご報告

申し上げます。 

  なお、金額については千円単位にてご報告いたしますので、ご了承をお願いします。 

  まずは一般会計についてです。 

  決算意見書の２ページをご覧ください。 
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  歳入総額は６６億３，５４２万９，０００円、歳出総額は６４億４９２万７，０００

円、差引額は２億３，０５０万１，０００円で、翌年度繰越額６，９０７万７，０００

円を除いた実質収支額は１億６，１４２万５，０００円の黒字となっております。単年

度収支額は２億７，３６２万１，０００円の赤字となっております。 

  決算意見書の３ページをご覧ください。 

  歳入決算総額に占める構成比の主な割合については、町税１１．４％、地方交付税４

５．５％、町債８．１％、国庫支出金１３．０％、県支出金５．９％、繰越金６．７％

などとなっております。 

  歳入の内訳です。 

  附属書類の各会計の決算に関する調書８６ページをご覧ください。 

  歳入の内訳では、自主財源である町税、使用料、手数料、寄附金、繰入金等の合計が

１５億５９５万８，０００円となっております。決算額構成の割合では２２．７％で、

前年度の２１．０％と比較して上昇しておりますが、低い数字となっております。 

  一方、依存財源は、前年度より国庫支出金、町債等が減少し、地方交付税がやや増加

の３０億１，７７７万９，０００円となっております。決算額構成の割合は７７．３％

で、前年度の７９．０％と比較して若干減少しております。 

  次に、町税についてです。 

  決算意見書の４ページをご覧ください。 

  収入済額は７億５，７２３万９，０００円となっております。前年度より若干増加と

なりました。収入率は９１．６５％で、前年度の９１．４７％より増加し、高い収納率

を維持しています。一方で、収入未済額は前年度より増加し、６，１３５万２，０００

円で依然高い数値を示しています。 

  このように収入額では前年度よりやや増収となっており、各種税及び使用料などは高

めの収納率を維持していることから、関係部署の取り組みと適切な対応の成果がうかが

えます。経済情勢が依然厳しい状態でありますが、未納者の調査、相談と、今後も引き

続き収納率向上の業務に努めてもらいたいと思います。 

  次に、歳出についてです。 

  決算意見書の９ページをご覧ください。 

  ここでの表では、歳出を款別に見た場合の金額が記載されております。 

  予算の執行率は９６．７３％です。不用額は２億３，４８５万１，０００円となって
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おります。 

  附属書類の各会計の決算に関する調書８７ページも併せてご覧ください。 

  ここでの図では、性質別構成で金額が記載されております。人件費、扶助費、公債費

などの義務的経費は２５億８，８２７万２，０００円で、決算構成比の３９．５％を占

め、普通建設事業費などの投資的経費は９億２，４８６万２，０００円で、決算構成比

の１４．５％を占めております。投資的経費の割合が大幅に増加しておりますが、これ

は８月の豪雨災害による復旧工事費の増によるものです。 

  なお、歳出決算総額に占める構成比の主な割合については、人件費１８．０％、物件

費１４．５％、扶助費１１．３％、補助費等１６．２％、繰出金６．５％、公債費１０．

２％等となっております。 

  令和４年度の施策の執行とその他関連事業について、決算意見書２３ページから２６

ページまでをご覧ください。 

  令和４年度は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した各種事

業が多く実施され、住民、地域経済の支えとなりました。また、火葬場整備工事が完成

し、２月からは全面的な供給が開始され、環境が整えられました。令和４年１月には豪

雪があり、続く８月には豪雨災害が発生してしまいました。内川川、富津内川の氾濫に

よる住宅浸水、がけ崩れ、農地、林道災害等、甚大な被害となりました。 

  冒頭にも触れましたが、本年７月１４日からの豪雨災害は全町を覆い、令和４年８月

の災害に続いて未曾有の大災害となってしまいました。床上・床下浸水による住宅の被

害、橋、道路、農地などの損害は甚大に上りました。被災した住民の方々、休業・廃業

を余儀なくされた事業所の方々、農地・農作物の被害に見舞われた農家の方々などに対

して、行政として最大限の復旧・復興の支援をお願いいたします。 

  毎年のように触れておりますが、気候変動による風水災害、地震災害がいつ起こるか

予測できない状況です。自主防災はもちろんですが、住民の生命、財産の保護を切にお

願いいたします。 

  ところで、明るい話題もありました。学校給食費無償化基金を創設し、子育て世帯な

どの経済的負担軽減のため支援を目指すことになりました。また、１０月には学びと出

会いの場を創出したみんなの学校がスタートしました。講座も好評で、参加者が増大し

ておりますので、より一層の活動を期待しております。 

  次に、財産に関する調書についてご報告申し上げます。 
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  公有財産は、土地及び建物、有価証券、債権、基金の残高等を検査いたしましたが、

調書のとおり相違ありませんでした。引き続き公有財産等の管理をお願いいたします。 

  以上、令和４年度一般会計歳入歳出決算のご報告といたします。 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑を許します。 

             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。本案のこれが審査については、決算特別委員会に付託することに

ご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第５６号の審査について

は、決算特別委員会に付託することに決定いたします。 

  次に、お諮りいたします。公営企業会計決算を除く議案第５７号から議案第６０号ま

での特別会計決算４件を一括議題に供したいが、これにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第５７号、令和４年度五

城目町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、議案第５８号、令和４年度五

城目町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、議案第５９号、令和４年度

五城目町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について、議案第６０号、令和４年度五城

目町障害認定事業特別会計歳入歳出決算認定について、以上４件を一括議題といたしま

す。 

  以上４件について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） はじめに、議案第５７号、令和４年度五城目町国民健康保険特

別会計歳入歳出決算認定についてご説明を申し上げます。 

  決算書４２４・４２５ページをお願いします。 

  歳入の総額ですが、表の下段、歳入合計欄をご覧ください。予算現額１１億９，０２

４万３，０００円、調定額１２億５１２万６，２０９円、収入済額１１億７，４７３万

４，３００円、不納欠損額４１０万４，５５０円、収入未済額２，６２８万７，３５９

円であります。 

  ４２８・４２９ページをお願いします。 

  歳出の総額です。表の下段、歳入合計欄をご覧ください。予算現額１１億９，０２４
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万３，０００円、支出済額１１億４，９３７万２，５５６円、不用額４，０８７万４４

４円であります。 

  歳入歳出差引予算残額は２，５３６万１，７４４円であります。 

  決算の明細は、４３１ページから４６５ページとなっております。 

  本案に関する監査委員の意見書を付けて決算認定に付するものであります。 

  よろしくご審議をお願いを申し上げます。 

  次に、議案第５８号、令和４年度五城目町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

についてご説明を申し上げます。 

  ４６８・４６９ページをお願いします。 

  歳入の総額です。表の下段、歳入合計をご覧ください。予算現額１億４，７２１万３，

０００円、調定額１億４，２６０万４，２１７円、収入済額１億４，１６７万１，７８

０円、不納欠損額４９万２，５００円、収入未済額４３万９，９３７円であります。 

  ４７０・４７１ページ。 

  歳出の総額です。表の下段をご覧ください。予算現額１億４，７２１万３，０００円、

支出済額１億４，１４２万６，５４１円、不用額５７８万６，４５９円であります。 

  歳入歳出予算差引残額は２４万５，２３９円です。 

  決算の明細につきましては、４７３ページから４８９ページとなっております。 

  次に、議案第５９号、令和４年度五城目町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て、本案の主な決算概要についてご説明を申し上げます。 

  はじめに、保険事業勘定です。 

  ４９０・４９１ページをお願いします。 

  保険事業勘定歳入の総額であります。下段の歳入合計をご覧ください。予算現額２０

億５６９万３，０００円、調定額２０億５，４４６万４，８０６円、収入済額２０億４，

９１８万１，４７６円、不納欠損額２０１万７，４４０円、収入未済額３２６万５，８

９０円であります。 

  次に、４９４・４９５ページ。 

  保険事業勘定歳出の総額であります。予算現額２０億５６９万３，０００円、支出済

額１８億３，０３９万３，９８５円、不用額１億７，５２９万９，０１５円であります。 

  歳入歳出差引残額は２億１，８７８万７，４９１円です。 

  次に、介護サービス事業勘定です。 
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  ４９６・４９７ページをお願いします。 

  介護サービス事業勘定の歳入総額です。予算現額４７５万９，０００円、調定額、収

入済額とも５２８万１，１９７円、不納欠損額、収入未済額はありません。 

  ４９８・４９９ページ。 

  歳出の総額であります。予算現額４７５万９，０００円、支出済額も４７５万９，０

００円、不用額ゼロ円であります。 

  歳入歳出差引残額は５２万２，１９７円です。 

  決算の明細は、５０１ページから５５７ページとなっております。 

  次に、議案第６０号、令和４年度五城目町障害認定事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、決算概要についてご説明を申し上げます。 

  ５６０・５６１ページをお願いします。 

  歳入の総額です。予算現額３６７万２，０００円、調定額、収入済額ともに４１３万

７５６円、不納欠損額、収入未済額はございません。 

  ５６５・５６３ページ。 

  歳出の総額であります。予算現額３６７万２，０００円、支出済額３０５万１，０５

６円、不用額６２万９４４円であります。 

  歳入歳出差引残額は１０７万９，７００円であります。 

  決算の明細は、５６５ページから５７３ページとなっております。 

  本案に関する監査委員の意見書を付けて決算認定するものであります。 

  ５７、５８、５９、６０号につきましては、よろしくご審議くださいますようお願い

を申し上げます。 

○議長（石川交三君） 特別会計４件について監査委員の報告を求めます。小玉代表監査

委員 

○代表監査委員（小玉睦男君） それでは、特別会計についてご報告申し上げます。 

  特別会計は、全ての会計で黒字となり、歳入総額は３３億７，５００万円、歳出総額

は３１億２，９００万４，０００円で、２億４，５９９万６，０００円の黒字となって

おります。単年度収支では、国民健康保険特別会計は赤字、後期高齢者医療特別会計、

介護保険特別会計、障害者認定事業特別会計のそれぞれで黒字となっております。 

  はじめに、国民健康保険特別会計についてです。 

  決算意見書の１３ページから１５ページをご覧ください。 
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  歳入歳出差引額は２，５３６万１，０００円の黒字でした。単年度収支では２０１万

８，０００円の赤字となっております。国保税の現納収納率は９５．９２％で、前年度

比０．８８ポイント伸びております。現年分の保険税は６２５万７，０００円減少して

おります。基金残高の減少もあり、国保財政が厳しいことに変わりはありません。国保

加入者の高齢化と医療の高度化により１人当たりの医療給付費が増加し、国保税率の改

定をいたしております。不納欠損額は４１０万４，０００円、収入未済額は２，６２８

万７，０００円で、前年度より若干減少しております。今後も滞納整理に一層の努力を

お願いいたします。 

  次に、後期高齢者医療特別会計についてです。 

  決算意見書の１６ページをご覧ください。 

  保険料収入は９，０８６万４，０００円でした。歳入歳出差引額は２４万５，０００

円の黒字ですが、不納欠損額は４９万２，０００円、収入未済額は減少して４４万円と

なっております。歳出の主なものは後期高齢者医療広域連合への納付金となっています

が、未納分の保険料については町に徴収義務がありますので、回収の努力をお願いいた

します。 

  次に、介護保険特別会計についてです。 

  決算意見書の１６ページから１７ページをご覧ください。 

  保険事業勘定、介護サービス事業勘定の２つの会計となります。 

  保険事業勘定では、歳入歳出の差引額は２億１，８７８万７，０００円の黒字となり

ました。介護認定者は９１１人で、前年度より６人増加しております。不納欠損額は２

０１万７，０００円、収入未済額は３２６万５，０００円となっております。前年度よ

り若干減少しております。今後も積極的な介護予防事業に取り組み、介護費用増加抑制

と併せて安定的な運営をお願いいたします。 

  次に、障害認定事業特別会計についてです。 

  決算書の１８ページをご覧ください。 

  歳入歳出の差引額は１０８万円の黒字でした。 

  障害認定については、障害支援区分認定委員による審査会で行われており、令和４年

度は３２件の障害認定がありました。 

  以上、令和４年度特別会計歳入歳出決算のご報告といたします。 

○議長（石川交三君） 特別会計４件に対する質疑を許します。 
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             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。以上４件のこれが審査については、決算特別委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第５７号、議案第５８号、

議案第５９号、議案第６０号は、決算特別委員会に付託することに決定いたします。 

  次に、お諮りいたします。議案第６１号、議案第６２号の公営企業会計決算２件を一

括議題に供したいが、これにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第６１号、令和４年度五

城目町水道事業会計決算認定について、議案第６２号、令和４年度五城目町下水道事業

会計決算認定について、以上２件を一括議題といたします。 

  以上２件について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） 議案第６１号、議案第６２号の両案は、地方公営企業法第３０

条第４項の規定に基づき、議会の認定を求めるものであります。 

  はじめに、議案第６１号、令和４年度五城目町水道事業会計決算認定について、概要

をご説明申し上げます。 

  水道事業会計決算書の１ページから３ページの決算報告書、損益計算書をもとにご説

明を申し上げます。 

  収益的収支では、１ページになりますが、収入の欄の欄外にありますように、事業収

益１億９，３３２万４，４８５円、事業費２億２，４２９万１，１５５円、３ページ下

段になります。当年度純損失は３，０９６万６，６７０円となります。当年度純損失に、

４ページ下から２段目になりますが、前年度繰越利益剰余金５，８３０万８，６１４円

を加え、下段の当年度未処分利益剰余金は２，７３４万１，９４４円です。 

  ２ページお願いします。資本的収支では、資本的収入４，５４７万６，５０８円、資

本的支出１億３，８６０万７，２８７円、差引不足額９，３１３万７７９円です。下段

にありますように、差引不足額につきましては、過年度分損益勘定留保資金７，９６３

万４，６０９円、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４４６万３，７００

円、当年度分損益勘定留保資金９０３万２，４７０円で補填しました。 
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  次に、議案第６２号、令和４年度五城目町下水道事業会計決算認定について。 

  決算の概要につきましては、下水道事業会計決算書の１ページから３ページ、決算報

告書、損益計算書をもとにご説明を申し上げます。 

  収益的収支では、１ページ、下水道事業収益２億８，００２万９２６円、下水道事業

費２億７，５０４万１，９４２円、３ページ、当年度純利益、下から４段目になります

が、４９７万８，９８４円となります。その下になりますが、前年度繰越利益剰余金８

９３万７７９円を加え、当年度未処分利益剰余金は１，３９０万９，７６３円です。 

  資本的収支、２ページになりますが、資本的収入１億１，１２１万９，５００円、資

本的支出２億２，１４５万２，０７６円、差引不足額１億１，０２３万２，５７６円で

す。下段にありますように、資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億１，０２３

万２，５７６円は、引継金等１，２６２万７，８３９円、当年度分消費税及び地方消費

税資本的収支調整額４８万２，６６４円、過年度分損益勘定留保資金２，９１８万６，

４４８円、当年度分損益勘定留保資金６，７９３万５，６２５円で補填しております。 

  水道事業及び下水道事業の決算につきましては、決算特別委員会においてご審議いた

だきたいと存じます。 

  また、水道事業、下水道事業の決算につきましては、去る６月２９日、３０日の２日

間、小玉、荒川両監査委員に審査していただき、その審査結果として別紙意見書を付し

て提案を申し上げた次第であります。 

  よろしくご審議くださいますようお願いを申し上げます。 

○議長（石川交三君） 公営企業会計２件について監査委員の報告を求めます。小玉代表

監査委員、お願いします。 

○代表監査委員（小玉睦男君） 水道事業会計及び下水道事業会計決算審査については、

６月２９日から３０日までの２日間にわたり実施いたしました。 

  はじめに、水道事業会計についてご報告申し上げます。 

  五城目町公営企業会計決算審査意見書の５ページから９ページをご覧ください。 

  令和４年度の決算では、３，０９６万６，０００円の赤字となりました。給水収益も

給水人口などに伴う配水量の減少により、営業収益が１億６，６６０万２，０００円で

前年度より１９７万４，０００円ほど減少しております。年間総配水量、年間有収水量

ともに大幅な減少になっております。 

  営業費用についてみると、２億７４９万８，０００円で、前年度比３２５万９，００
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０円の増加となっております。 

  総括にも示しておりますが、今後は人口減少に伴う給水人口の減少、料金収入の減少、

老朽化した施設の急速な進行、機器等の更新、耐震化の遅れ等、課題が山積しておりま

す。世界情勢の変化による燃料費、人件費、建設コストの高騰など、コスト上昇が避け

て通れない状況にあります。また、令和４年８月には、内川川、富津内川の氾濫による

住宅浸水が発生し、湯ノ又橋の水道橋梁添架管が大きな被害を受けました。今後も起こ

り得るあらゆる災害に対しても体制の強化、災害対策に一層取り組んでいただきたいと

思います。 

  そして、本年７月１４日から記録的大雨が本町を襲い、大規模な浸水被害と断水が発

生しました。浄水場の施設が浸水し、復旧工事のため、７月１６日から２３日までの８

日間にわたり全世帯の９割にあたる約３，５００世帯で断水が続きました。町内の１０

か所以上で自衛隊などによる給水活動が行われ、多くの住民がポリタンクやペットボト

ルを片手に列をつくっていた姿は忘れることができません。いかに水道の安定供給が住

民にとって大事か、肌で感じた体験でした。今後とも安心・安全、そして安定的な水道

水の供給をお願いいたします。 

  以上、水道会計についてのご報告とさせていただきます。 

  次に、下水道事業会計についてご報告申し上げます。 

  五城目町公営企業会計決算審査意見書の１３ページから１５ページをご覧ください。 

  事業収益は２億８，００２万１，０００円、事業費用は２億７，５０４万２，０００

円で、純利益４９７万９，０００円の黒字となっております。処理区域内人口及び水洗

化人口が前年度から若干減少しているものの、下水道普及率、水洗化率は若干上昇して

おります。 

  主な経営指標のデータから見ますと、人口減少と高齢化による使用量の減少、事業費

のコストアップから経常収支比率、経費回収率、汚水処理原価等の改善が求められます。

大変厳しい状況下にありますが、財政状況に応じて投資的事業の優先順位や時期の調整

などを行うなど、安定した経営をお願いいたします。そして、様々な検討を行い、持続

可能な下水道事業となるよう経営管理を図っていただきたいと思います。 

  以上、下水道事業会計についてのご報告とさせていただきます。 

  以上です。 

○議長（石川交三君） 公営企業会計２件に対する質疑を許します。 
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             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。以上２件のこれが審査については、決算特別委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第６１号、議案第６２号

は、決算特別委員会に付託することに決定いたします。 

  次に、お諮りいたします。報告第５号及び報告第６号を一括議題に供したいが、これ

にご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、報告第５号、令和４年度決算

に基づく健全化判断比率について、報告第６号、令和４年度決算に基づく資金不足比率

についてを一括議題といたします。 

  両案について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） はじめに、報告第５号、令和４年度決算に基づく健全化判断比

率についてご報告を申し上げます。 

  本報告は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、令

和４年度決算に基づく健全化判断比率について、監査委員の意見を付して報告するもの

であります。 

  ２２ページをお願いします。 

  実質赤字比率につきましては、一般会計及び障害認定事業特別会計が対象となってお

りますが、いずれの決算でも赤字が生じていないことから、数値は出ておりません。 

  連結実質赤字比率につきましても、水道事業会計、下水道事業会計を含む全ての特別

会計において赤字額、資金不足額が生じていないことから、数値が出ておりません。 

  実質公債費比率につきましては、一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政規模

に対する３か年平均の比率でありますが、前年度と比較して０．５ポイント減の９．５％

となっております。分母となる臨時財政対策債発行可能額が１億２７３万８，０００円

減となり比率を押し上げる要因となっているものの、分子、分母において、ともに控除

額となる災害復旧費にかかる基準財政需要額が１，４２６万円増となっていることから、

いずれも減少したものの、結果として数値の少ない分子の減少率が大きくなり前年度に
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対して比率が減少したと分析しております。 

  将来負担比率につきましては、一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政

規模に対する比率でありますが、前年度と比較して１０．２ポイント減の５２．１％と

なっており、実質公債費比率と同様、分母となる臨時財政対策債発行可能額が１億２７

３万８，０００円減となり比率を押し上げる要因となっているものの、分子において償

還を終えた公債費等３億８５２万９，０００円の減少や、控除額となる充当可能基金１

億６，１３４万３，０００円の増加により前年度に対して比率が減少したと分析してお

ります。 

  次に、報告第６号、令和４年度決算に基づく資金不足比率について。 

  本報告は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、

公営企業会計の令和４年度決算に基づく資金不足比率について、監査委員の意見を付し

て報告するものであります。 

  ２４ページをお願いします。 

  資金の不足額につきましては、一般会計等の実質赤字に相当するものでありますが、

いずれの会計も資金の不足額が生じていないことから、数値は出ておりません。 

  以上、ご報告を申し上げます。 

○議長（石川交三君） 次に、監査委員の報告を求めます。小玉代表監査委員 

○代表監査委員（小玉睦男君） それでは、令和４年度決算に基づく健全化判断比率につ

いてご報告申し上げます。 

  健全化判断比率審査は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び

第２２条第１項の規定に基づいて審査を行うものです。 

  健全化判断比率及び資金不足比率並びにそれらの算定の基礎となる計数が正確に計上

され、かつ適正に作成されているかの審査となります。 

  審査にあたっては、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比

率の４つの財政指標が健全化判断の指数となります。 

  １つ目、実質赤字比率についてです。自治体の主要な会計である一般会計等に生じて

いる赤字の大きさを、その自治体の財政規模に対する割合で表したものを言います。 

  ２つ目、連結実質赤字比率についてです。公営事業を含んだ自治体の全会計に生じて

いる赤字の大きさを、その自治体の財政規模に対する割合で表したものを言います。 

  五城目町の場合、どちらの会計も赤字が生じていないため、良好な状態であると認め
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られます。 

  ３つ目、実質公債費比率についてです。自治体の借入金の返済額の大きさを、その自

治体の財政規模に対する割合で表したものを言います。令和４年度の比率は９．５％、

前年度より０．５ポイント減少しました。基準の２５．０％を下回っておりますので、

良好な数値と言えます。 

  ４つ目、将来負担比率についてです。自治体の借入金など現在抱えている負債の大き

さを、その自治体の財政規模に対する割合を表したものを言います。数値が高いほど財

政の弾力性が低下していることになります。令和４年度の比率は５２．１％で、前年度

より１０．２ポイント減少しております。基準は３５０％ですので、良好な数値である

と認められます。 

  以上、健全化判断比率は概ね良好であり、特に指摘するべき事項はありませんでした。 

  次に、公営企業会計の財政健全化に伴う資金不足比率についてご報告申し上げます。 

  これは、水道事業会計と下水道事業会計の資金不足比率の審査となります。 

  いずれの会計も資金不足額が生じていないことから、良好な状態であると認められま

す。 

  また、特に指摘する事項もありませんでした。 

  以上、令和４年度決算に基づく健全化判断比率と資金不足比率についてのご報告とい

たします。 

○議長（石川交三君） 両案に対する質疑を許します。 

             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 両案に対する質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。両案のこれが審査については、総務産業常任委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、報告第５号、報告第６号の審

査については、総務産業常任委員会に付託することに決定いたします。 

  代表監査委員退席のため、暫時休憩いたします。 

             午前１１時３９分 休憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

             午前１１時４０分 再開 
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○議長（石川交三君） 再開いたします。 

  議案第６３号、令和５年度五城目町一般会計補正予算（第３号）を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） 予算書１ページをお願いします。 

  議案第６３号、令和５年度五城目町一般会計補正予算（第３号）、提案理由をご説明

申し上げます。 

  本案は、地域活性化支援センター開設１０周年記念事業、脱炭素化関係先進地視察、

空き家解体補助金、杉ヶ崎墓苑墓地手すり設置工事、新型コロナウイルスワクチンの秋

開始接種、中心市街地の馬場目川堤防沿いの町道川反線の沈下にかかる測量業務、人事

異動に伴う人件費の異動に関する経費などを計上させていただいております。また、こ

の７月の大雨関係では、被災者生活支援特別給付金や被災した農業法人への資金貸出金

にかかる利子補給、消防団消舎修繕、災害救助法が適用となっていることから被災者の

住宅再建を後押しする災害援護資金の貸付にかかる経費なども計上させていただいてお

ります。 

  補正額は、歳入歳出それぞれ１億６７万円を追加し、補正後の歳入歳出予算総額を８

６億７，４８２万６，０００円とするものであります。 

  補正の内容について、歳入からご説明を申し上げます。 

  ８ページをお願いします。１４款１項２目衛生費国庫負担金１節０１新型コロナウイ

ルスワクチン接種対策費負担金の補正は、秋開始のワクチン接種にかかる国庫負担金と

して６７８万円を増額補正。 

  １０ページお願いします。１４款２項１目総務費国庫負担金補助金５節０１二酸化炭

素排出抑制対策事業費等補助金の１，１４０万８，０００円の減額補正と、７節０１地

域経済循環創造事業交付金の１，９１１万円の増額補正、今年度予定の脱炭素化関連事

業の補助金の鞍替えに伴う増減の補正であります。同じく２目民生費国庫補助金１節０

１地域生活支援事業費補助金の補正は、障害者の日常生活用具給付事業の基準額の見直

しによるもので、２３０万円を増額補正するものであります。同じく２節０４子育て世

帯生活支援特別給付金事業費補助金の補正は、６月補正で追加補正した本給付金の実績

が増える見込みとなることから、７５万円を増額補正するものであります。３目衛生費

国庫補助金１節０４新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金の補正は、

秋開始接種のワクチン接種を実施するため国庫補助金として７２０万２，０００円を増
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額補正。 

  １２ページ。１５款１項１目民生費県負担金１節０４国民健康保険基盤安定負担金の

補正は、税率の改正によって増となるもので、７３５万９，０００円を増額補正するも

のであります。 

  １４ページ。１５款２項３目衛生費県補助金１節０２予防接種事故処理費補助金の補

正は、給付額改訂に伴い、９万２，０００円を増額補正するものであります。４目農林

水産業費県補助金１節０２農業経営基盤強化資金等利子補給金の補正は、大雨により大

きな被害のあった農業法人の資金借入れに対する利子補給で、県分の補助金６万円を増

額補正するものであります。１節０８夢ある畜産経営ステップアップ支援事業費補助金

の補正は、畜産経営費の機械購入に対する県補助金１８万２，０００円を増額補正。２

節０７鳥獣被害対策実施隊支援事業費補助金の補正は、実施隊の活動に必要な物品購入

に対する県補助金で、９万６，０００円を増額補正するものであります。 

  １８ページ。１８款１項１目特別会計繰入金１節０１特別会計繰入金の補正は、介護

保険特別会計からの過年度精算分として１，２６９万６，０００円を増額補正。 

  ２０ページ。１８款２項１目財政調整基金繰入金１節０１財政調整基金繰入金の補正

は、歳出に見合う財源として１９款の前年度繰入金とともに補正するものですが、本基

金の繰入について、災害対応にかかる経費として６，０００万円を増額補正するもので

あります。 

  ２２ページ。１９款１項１目繰越金１節０１前年度繰越金の補正は、歳出補正に見合

う財源として２４６万９，０００円を増額補正するものであります。 

  ２４ページをお願いします。２０款６項６目雑入１節０２総務課分の補正は、街路樹

の枝の落下に伴って車のフロントガラスが破損した損害に対する損害賠償保険金４０万

２，０００円を増額補正するものであります。 

  ２６ページ。２１款１項１目総務債１節０３二酸化炭素排出抑制対策事業債の補正は、

脱炭素関連事業の補助金の鞍替えにより起債が不要となったことから７１０万円を減額

補正。３目衛生費１節０１空き家対策事業債の補正は、空き家解体補助金の事業の実績

見込みにより１５０万円を増額補正するものであります。 

  次に、歳出についてご説明申し上げますが、８０ページから８１ページの歳出全般に

わたる職員人件費につきましては、人事異動に伴う補正が主なものでありますので、個

別の説明は省略させていただきます。 
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  なお、一般会計における職員・再任用職員などの人件費の補正は、給与、手当、共済

費等、総額で１，３１０万８，０００円の減額補正となっております。 

  ３０ページをお願いします。２款１項総務管理費１目０００８車輌管理費の補正は、

公用車のスタッドレスタイヤの購入代１２万２，０００円を補正。５目０００２庁舎管

理費の補正は、水害で故障した除雪機の購入経費８３万６，０００円を補正。６目００

０１企画費一般の補正は、会計年度任用職員を採用する経費９４万１，０００円を補正

するものであります。０００５地域活性化支援センターの補正は、センター開設１０周

年記念事業の実施にかかる経費２４万９，０００円を補正するものであります。０００

９脱炭素化推進事業の補正は、先進地視察に関する経費５２万５，０００円を補正。８

目０００１交通安全対策費の補正は、カーブミラーの修繕費７万５，０００円を補正す

るものであります。 

  ３８ページをお願いします。３款１項社会福祉費１目０００５社会福祉協議会事業費

の補正は、スパーク五城目の電源引き込み盤の修繕費４０万９，０００円を補正。１目

０００６障害者自立支援事業の補正は、五城目町の方が他町村の施設を利用する場合の

委託料、障害者の日常生活用具給付等事業の基準額の見直しによる７７万３，０００円

を補正するものであります。２目０００９介護保険会計繰出金の補正は、実績見込みに

より３０５万９，０００円を補正。４目０００１防犯防災対策費の補正は、備蓄倉庫建

設工事費から倉庫ラック分を備品購入に変更したことにより諸経費が節約されたことな

どにより、４９万円を減額補正するものであります。 

  ４０ページをお願いします。３款２項児童福祉費１目０００５子育て特別給付金事業

の補正は、実績が増える見込みであることから７５万円を補正するものであります。 

  ４４ページ。３款５項災害救助費１目０００１災害救助費の補正は、町の単独の給付

金である被災者生活支援特別交付金、災害救助法の適用により災害援護資金の貸付にか

かる経費６，０１４万３，０００円を補正するものであります。 

  ４６ページ。３款６項国民健康保険費１目０００１保険基盤安定化事業と０００４事

務費等繰出金の補正は、税率改正により国保会計への繰出金、それぞれ９８１万２，０

００円、５万５，０００円を補正するものであります。 

  ４８ページ、４款１項保健衛生費１目０００４予防接種費の補正は、予防接種事故処

理費にかかる給付について、給付額の補正があったため１２万３，０００円を補正する

ものであります。１目０００９新型コロナウイルスワクチン接種対策事業の補正は、秋



 

- 145 - 

開始接種ワクチンの接種にかかる経費１，３９８万２，０００円を補正。２目０００１

環境衛生費一般の補正は、道路交通騒音調査にかかる委託料として６５万２，０００円

を補正。２目０００３空き家対策推進事業の補正は、空き家解体補助金の事業の実績見

込みにより１５０万円を補正するものであります。 

  ５０ページをお願いします。３目０００１火葬場管理運営費の補正は、会葬者を誘導

するためのベルトポールパーテーション購入にかかる経費２万４，０００円を補正する

ものであります。４目０００１墓地管理費の補正は、杉ヶ崎墓苑墓地の急坂に手すりを

設置する工事費として８０万３，０００円の補正。 

  ５４ページ。６款１項農業費３目０００１農業振興費一般の補正は、７月の大雨で被

害を受けた農業法人が金融機関から借り入れた資金に対する利子補給９万円を補正する

ものであります。なお、本利子補給について債務負担行為を設定をいたします。５目０

００４夢ある畜産経営ステップアップ支援事業の補正は、畜産農家の新たな機材の購入

に対する補助金２２万８，０００円を補正するものであります。 

  ５６ページ。６款２項林業費１目０００２有害鳥獣対策費の補正は、鳥獣被害対策実

施隊の活動ユニフォームの購入経費２１万２，０００円を補正。 

  ５８ページ。７款１項商工費４目０００１朝市振興推進費の補正は、除排雪にかかる

小型ダンプトラックの借上料２８万６，０００円を補正するものであります。５目００

０６五城目朝市ふれあい館の補正は、冬期間の敷地内除雪にかかる作業委託費１７万６，

０００円を補正。 

  ６２ページ。８款２項道路橋梁費２目０００１道路補修事業の補正は、直営で実施し

ていた道路補修などについて、建設課車庫が７月の大雨で被災したことで支障が出てお

り、道路補修委託料として３００万円を補正するものであります。３目０００２単独道

路整備事業の補正は、中心市街地の馬場目川堤防沿いの町道川反通線の沈下にかかる測

量業務２５４万１，０００円を補正するものであります。 

  ６４ページ。８款４項都市計画費２目０００１街路維持補修事業の補正は、街路樹か

ら落ちる枝の点検業務２９万７，０００円の補正。 

  ６６ページ。８款５項住宅費１目０００２住宅管理運営費の補正は、７月の大雨の被

災者の住宅支援のため、既存町営住宅の修理などに必要な経費６７７万４，０００円を

補正するものであります。 

  ６８ページ。９款１項消防費１目０００１消防活動費の補正は、救急資機材修繕につ
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いて１５万２，０００円を補正するものであります。０００２車輌管理費の補正は、救

急車の車輌の修繕、冬期間の消防庁舎の除雪に必要な除雪ローダーの借上料６１万８，

０００円の補正。３目０００１消防施設費一般の補正は、消防署敷地のヘリポート除排

雪業務委託料５１万８，０００円を補正するものであります。 

  以上が一般会計の主な補正内容であります。教育委員会関係の補正につきましては、

教育長がご説明申し上げます。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（石川交三君） 畑澤教育長 

○教育長（畑澤政信君） 教育委員会関係の一般会計補正予算の概要について申し上げま

す。 

  はじめに、歳入についてご説明申し上げます。 

  １０ページをお願いします。１４款２項６目教育費国庫補助金１節小中学校費補助金

００４理科教育施設整備費等補助金３万５，０００円の補正は、文部科学省の理科教育

施設整備費等補助金を活用し、中学校教育振興費の教育用備品購入に充当するものであ

ります。 

  １６ページをお願いします。１７款１項１目一般寄附金００３一般寄附金（生涯学習

課分）１０万円の補正は、地域図書室「わーくる」の書籍購入費に充ててほしい旨、齊

藤幸作氏より寄附いただいたものであります。 

  なお、今回の補正で図書購入費として同額を計上しておりますので、よろしくお願い

申し上げます。 

  続きまして、歳出についてご説明申し上げます。 

  ７２ページをお願いします。１０款３項１目中学校管理費０００１管理費一般５３万

６，０００円の補正は、駐車場周辺のケヤキが大きくなってきたことから、事故を未然

に防止するため校内駐車場の支障木の伐採処理委託料を計上するものであります。同じ

く２目中学校教育振興費０００１教育振興費一般９８万８，０００円の補正は、中学校

総体の全県大会の結果により東北大会及び全国大会への出場が決定したことにより、出

場費の補助金を追加するものであります。 

  ７４ページをお願いします。１０款４項２目社会教育施設管理運営費０００６富津内

公民館７２万５，０００円の補正は、体育館の照明が故障により暗く、利用者の安全を

確保するため５か所の修繕、また、誘導灯については５か所点灯不良となっていること



 

- 147 - 

から、修繕料を計上するものであります。同じく２目０００８総合いきがいセンター９

６万６，０００円の補正は、３階出入り口が危険であるため、改修工事費を計上するも

のであります。同じく２目００１４地域図書室１３万５，０００円の補正は、会計年度

任用職員の採用に伴う通勤手当の増額分と、先ほど歳入でご説明いたしました齊藤幸作

氏による寄附いただいた１０万円を図書購入費に充てたものであります。 

  ７６ページをお願いします。１０款５項２目学校給食費０００２学校給食管理運営費

１３１万５，０００円の補正は、五城目第一中学校給食室のＩＨ回転釜のインバーター

の経年劣化に伴い、交換に要する修繕料を計上するものであります。同じく３目保健体

育施設管理運営費０００１圏民体育館３，０００円の補正は、自動対外式除細動器の値

上がりに伴う増額分の機械借上料を計上するものであります。 

  以上、９月補正予算についてご説明申し上げましたが、よろしくご審議の上、ご可決

賜りますようお願いいたします。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 昼食のため、午後１時まで休憩いたします。 

             午後１２時０４分 休憩 

………………………………………………………………………………………………………… 

             午後 １時００分 再開 

○議長（石川交三君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  令和５年度五城目町一般会計補正予算（第３号）に対する質疑を許します。５番椎名

志保議員 

○５番（椎名志保君） 予算書ですと６６ページ・６７ページになるかと思うのですが、

住宅管理費の中の修繕料のことについてです。災害で被災されて町営住宅に入居された

場合の、その町営住宅の修繕料と伺っておりますけれども、それは何軒の修繕であるの

か。また、どのような修繕か。特に町営住宅への入居の際は、風呂釜、風呂桶といった

ものを自分で用意しなければならないという規定がこれまでございました。被災された

方は、ほぼ身一つでそういうところに移られることになるかと思いますので、そういっ

たことはどうなのか。また、ほぼ快適な暮らしが得られるような修繕であるのかをお聞

きいたします。 

○議長（石川交三君） 猿田建設課長 

○建設課長（猿田弘巳君） 椎名議員にお答えいたします。 
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  まず、災害支援のための公営住宅の修繕料としましては、１５戸を計上しております。

１戸当たり、まず４５万円を見込んでおりまして、ご指摘のありました浴槽並びにボイ

ラー、こちらのほうは今回町のほうで準備させていただきますので、よろしくお願いし

ます。 

○議長（石川交三君） ほかに。 

             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑は終わったものと認めます。 

  お諮りいたします。本案のこれが審査については、関係部分を関係各常任委員会に付

託することにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第６３号の審査について

は、関係部分を関係各常任委員会に付託することに決定いたします。 

  次に、議案第６４号、令和５年度五城目町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） 予算書８５ページをお願いします。 

  議案第６４号、令和５年度五城目町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、提案

理由をご説明申し上げます。 

  本案は、税率改正に伴う保険料増額などに関係する補正、保険者の予防・健康づくり

の取り組みを後押しするリーフレットの作成などに関する経費の補正などとなります。 

  補正額は、歳入歳出予算それぞれ４７９万３，０００円を減額し、歳入歳出予算総額

を１１億９，７９２万７，０００円とするものであります。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑を許します。 

             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。本案のこれが審査については、教育民生常任委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第６４号の審査について
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は、教育民生常任委員会に付託することに決定いたします。 

  次に、議案第６５号、令和５年度五城目町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

を議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） 議案第６５号、令和５年度五城目町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）、提案理由をご説明申し上げます。 

  本案は、令和４年度８月豪雨災害減免額に含む保険料還付金にかかる補正となります。 

  補正額、歳入歳出予算それぞれ１０４万４，０００円を増額し、歳入歳出予算総額を

１億４，７９４万３，０００円とするものであります。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑を許します。 

             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。本案のこれが審査については、教育民生常任委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第６５号の審査について

は、教育民生常任委員会に付託することに決定いたします。 

  次に、議案第６６号、令和５年度五城目町介護保険特別会計補正予算（第２号）を議

題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） 議案第６６号、令和５年度五城目町介護保険特別会計補正予算

（第２号）、提案理由をご説明申し上げます。 

  本案は、人事異動に伴います人件費、過年度介護給付費等の確定に伴う負担金、交付

金、繰入金の精算及び現年度介護サービス費の実績見込みによる補正、生活管理指導短

期宿泊事業の実績見込みによる補正となっております。 

  補正額は、保険事業勘定の歳入歳出それぞれ７，７３４万１，０００円を増額し、補

正後の歳入歳出予算総額を２０億８，４５４万２，０００円とするものであります。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑を許します。 
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             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。本案のこれが審査については、教育民生常任委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第６６号の審査について

は、教育民生常任委員会に付託することに決定いたします。 

  次に、議案第６７号、令和５年度五城目町水道事業会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） 議案第６７号、令和５年度五城目町水道事業会計補正予算（第

２号）、提案理由をご説明申し上げます。 

  本案は、人事異動に伴う人件費の補正となっております。 

  補正額は、人事異動に伴う人件費の補正として、第２条、収益的支出６６６万円を減

額補正するものであります。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑を許します。 

             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。本案のこれが審査については、総務産業常任委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第６７号の審査について

は、総務産業常任委員会に付託することに決定いたします。 

  次に、議案第６８号、令和５年度五城目町下水道事業会計補正予算（第２号）を議題

といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） 議案第６８号、令和５年度五城目町下水道事業会計補正予算（第

２号）、提案理由をご説明申し上げます。 

  本案は、企業債償還金及び減価償却費等の確定による企業債の補正となっております。 
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  補正額は、第２条、収益的収入において、条文内の企業債合わせて２４０万円を増額

補正、第３条、資本的収入において、企業債４０万円を減額補正とするものであります。 

  よろしくご審議の上、ご可決賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑を許します。 

             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。本案のこれが審査については、総務産業常任委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、議案第６８号の審査について

は、総務産業常任委員会に付託することに決定いたします。 

  次に、報告第７号、令和４年度五城目町一般会計継続費精算報告書についてを議題と

いたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） 議案綴り２５ページお願いします。 

  報告第７号、令和４年度五城目町一般会計継続費精算報告書について。 

  本報告は、令和４年度一般会計継続費にかかる五城目町火葬場改修事業が完了したの

で、地方自治法施行令第１４５条第２項の規定に基づき、継続費精算報告書により報告

するものであります。 

  ２６ページをお開きください。 

  事業名、火葬場整備事業（継続）。継続年度、令和３年度、令和４年度の２か年。全

体計画額４億３，４３９万１，０００円。実績額４億３，４３９万円であります。 

  以上、ご報告申し上げます。 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑を許します。 

             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。本案のこれが審査については、総務産業常任委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、報告第７号の審査については、
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総務産業常任委員会に付託することに決定いたします。 

  次に、報告第８号、令和４年度五城目町の教育に関する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価の報告についてを議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。畑澤教育長 

○教育長（畑澤政信君） 報告第８号、令和４年度五城目町の教育に関する事務の管理及

び執行の状況の点検及び評価の報告書について、報告理由をご説明申し上げます。 

  本報告は、五城目町の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に関す

る規則第３条の規定に基づき、別紙のとおり議会に報告するものであります。 

  点検及び評価の趣旨は、教育委員会の主要な施策や事務事業の取組状況について点検

及び評価を行い、課題や取り組みの方向性を明らかにすることにより効果的な教育行政

の一層の推進を図るとともに、町民への説明責任を果たし、信頼される教育行政の推進

に努めるものであります。 

  令和４年度の事務事業については、学校教育課関係の主要な事務事業６項目、生涯学

習課関係の主要な事務事業４項目、併せて１０項目について点検及び評価を実施し、教

育委員会による自己評価として、１０事務事業のうち、「Ａ：期待どおり」が４項目、

「Ｂ：概ね期待どおり」が６項目という内容となっております。 

  これをもとに７月１０日と７月２７日に「五城目町の教育に関する点検と評価審査委

員会」を開催し、教育委員会による自己評価が適切であるかどうかについて審査委員か

らご意見をいただき、報告書にまとめております。そして、８月２４日に開催されまし

た教育委員会８月定例会において議決されております。 

  今後も点検及び評価の結果を踏まえて各事務事業の課題改善を図り、効果的な教育行

政を一層推進してまいりますので、よろしくお願い申し上げます。 

  以上でございます。 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑を許します。 

             （「質疑なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。本案のこれが審査については、教育民生常任委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、報告第８号の審査については、
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教育民生常任委員会に付託することに決定いたします。 

  次に、報告第９号、株式会社あったか五城目の経営状況を説明する書類の提出につい

てを議題といたします。 

  本案について提案理由の説明を求めます。武田副町長 

○副町長（武田和栄君） 議案綴り２８ページをお願いします。 

  報告第９号、株式会社あったか五城目の経営状況を説明する書類の提出について、報

告理由をご説明申し上げます。 

  本案は、地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、株式会社あったか五城目

の経営状況を説明する書類を議会に提出するものであります。 

  報告書の内容についてでありますが、事業報告書、貸借対照表、損益計算書、製造原

価報告書、販売費・一般管理費内訳書、株主資本等変動計算書、個別注記表、監査報告

書、五城館事業計画書からなっておりますので、よろしくお願いを申し上げます。 

  第１８期となる株式会社あったか五城目の令和４年度事業につきましては、収束の兆

しが見えないコロナ禍の中、レストラン及び定期的な弁当の注文、テイクアウトの部門

を強化し、取り組んでまいりましたが、新型コロナウイルス感染症の感染者数の増減に

伴い、売上高も同様に増減しました。また、電気料金、光熱費の高騰により、町指定管

理料７０万３，６００円増加しましたが、原材料仕入れなどの高騰も影響し、当期純利

益としては損失を計上する結果となりました。 

  五城館の売上高は前年比２０．３％増の１，９８９万８，０００円、会社全体の売上

高は前年比１．２％増の３，５７３万８，０００円となりました。また、今期の利益は

１９８万４，０００円の損失を計上する結果となっております。 

  今後は、飲食店経営において、引き続き食材管理、原価管理を徹底して利益率の向上

を目指し、収益確保を図っていくとともに、事業面においては、これまでコロナ禍によ

り中止しておりました各種親睦事業の実施により利用者の拡大と販売促進を図り、増収

に努めてまいります。損失解消に向けて経営改善対策に取り組むとともに、五城館の利

用促進に努め、五城目町の活性化のため、まちづくり会社として取り組む方針でありま

す。 

  以上、ご報告を申し上げます。 

○議長（石川交三君） 本案に対する質疑を許します。 

             （「質疑なし」の声あり） 
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○議長（石川交三君） 本案に対する質疑はないものと認めます。 

  お諮りいたします。本案のこれが審査については、総務産業常任委員会に付託するこ

とにご異議ありませんか。 

             （「異議なし」の声あり） 

○議長（石川交三君） 異議ないものと認めます。よって、報告第９号の審査については、

総務産業常任委員会に付託することに決定いたします。 

  本日まで受理しました請願・陳情は、お手元に配付しました請願・陳情文書表のとお

り、教育民生常任委員会に付託しましたので報告いたします。 

  以上で本日の会議は全部終了いたしました。 

  各常任委員会開催のため、これで散会いたします。ご苦労様でした。 
 
 

             午後 １時２３分 散会 

 


